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2. ブレーキ系統のエア抜き 

 

2.1 1次側(通常回路)のエア抜き 

� 次の順序で 1 輪づつすべての車輪についてエア抜きを行う。 

作業順 ブレーキ系統 作業対象車輪 

① 前右(FR)輪 

② 
フロント系統 

前左(FL)輪 

③ 後右(RR)輪 

④ 
リヤ系統 

後左(RL)輪 

注 意 

� 2次側(ABS作動回路)へエアが混入した場合は，1次側

(通常回路)のエア抜き終了後に 2次側(ABS作動回路)の

エア抜きを行う。 

� 通常のエア抜き時はハイドロリックユニットの 2次側

(ABS作動回路)にブレーキ液が充てんされ油圧回路が

閉じられているためエアの混入はない。したがって 1

次側(通常回路)のエア抜きのみを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアブリーダーを緩める 

ブレーキペダルをゆっくり踏み，離す作業を数回繰り

返し，ブレーキ液を十分に流す 

エアブリーダーを締める 

ブレーキペダルを繰り返し数回踏み込んだ後， 

踏み込み状態を維持する 

エアブリーダーを緩める 

ブレーキペダルを踏み込んだまま 

ブレーキ液を排出する 

ブレーキ液に 

エアの混入あり 

ブレーキ液に 

エアの混入なし 

エアブリーダーを締付ける 

シングルキャリパー式

＜φ217mm ディスク＞

7～13N･m 

｛0.7～1.3kgf･m｝ 

シングルキャリパー式

＜φ219mm ディスク＞

12～16N･m 

｛1.2～1.6kgf･m｝ 締付けトルク 

ツインキャリパー式 
8.8～12.7N･m 

｛0.9～1.3kgf･m｝ 

4 輪実施 

1 次側(通常回路)エア抜き作業完了 

すべての車輪のエア抜き終了後に ABS の 

ECU の電源ヒューズを取付ける 


